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令和元年Ｙ８サミット創快横手市議会 政策提案目次 

 

 

(1) Ｙ８提案第１号 冬のスポーツ・文化行事について 

（横手南中学校からの提案）・・・・・・・・・・ １ページ 

 

 

(2) Ｙ８提案第２号 廃校を活用した学び・運動・文化の総合交流施設について 

（横手北中学校からの提案）・・・・・・・・・・ ２ページ 

 

 

(3) Ｙ８提案第３号 少子高齢化に伴う伝統文化の継承者不足について 

（増田中学校からの提案）・・・・・・・・・・・ ３ページ 

 

 

(4) Ｙ８提案第４号 フォトコンテストのインスタグラム活用について 

（平鹿中学校からの提案）・・・・・・・・・・・ ４ページ 

 

 

(5) Ｙ８提案第５号 横手市移住推進大作戦について 

（横手明峰中学校からの提案）・・・・・・・・・ ５ページ 

 

 

(6) Ｙ８提案第６号 十文字地区新庁舎及び廃校の有効活用による地域活性化と 

観光客の呼び込みについて 

（十文字中学校からの提案）・・・・・・・・・・ ６ページ 

 

 

(7) Ｙ８提案第７号 次世代へと繋がる地域づくりについて 

（橫手清陵学院中学校からの提案）・・・・・・・ ７ページ 
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Ｙ８提案第１号 

 

冬のスポーツ・文化行事について 

 

 

横手南中学校から次のとおり政策提案する。 

 

 

令和元年１１月１４日 提出 

                    横手市中学校Ｙ８サミット 

 

 

横手南中学校 

 

〔提案説明者〕高橋
たかはし

海音
か い と

 議員、山本
やまもと

航
こう

陽
よう

 議員、佐藤
さ と う

広
ひろ

菜
な

 議員 

 

〔提案要旨〕 

 例年、本校の中学２年生では、横手市内の事業所や施設で職場体験を

行っている。その際、横手市内で働く方々から「横手市で暮らし、働い

て感じる課題」をアンケートした。そこで共通して出てきた課題として、

第一に「かまくらに代表される観光資源でもありながら、害をもたらす

雪」、第二に「進行する少子高齢化と地域の絆の希薄化」、第三に「横手

市を訪れる人口である交流人口の増加から、横手市に暮らす定住人口の

増加の必要」というものがあった。 

 これらの課題から、「冬に雪と親しむ行事を考えられないか。また、世

代を超えて地域の絆を深め、他地域の人々も横手や雪に魅力を感じてく

れる企画は出来ないか」との考えに至ったため、これまでに実施してい

る雪中運動会に屋内での文化的種目を追加した、全世代型参加型事業「冬

の横手スポカル※フェス」の実施について提案する。 

 

 ※「スポカル」とは「スポーツのスポ、文化（カルチャー）のカル」

から命名。 

 

 

 

 

 



- 2 - 
 

Ｙ８提案第２号 

 

廃校を活用した学び・運動・文化の総合交流施設について 

 

横手北中学校から次のとおり政策提案する。 

 

令和元年１１月１４日 提出 

                    横手市中学校Ｙ８サミット 

 

 

横手北中学校 

 

〔提案説明者〕松
まつ

田
た

康
こう

永
えい

 議員、佐
さ

藤
とう

岳
たけ

人
と

 議員、山石
やまいし

真
ま

智
ち

 議員 

 

〔提案要旨〕 

横手北中学校では、校内で「将来も秋田に住みたいか」というアンケ

ートを行ったところ、「秋田から出たい」と答えた人の理由は「秋田が嫌

だから」ではなく、「秋田が住みにくいから」であった。子育てがしやす

い環境を作り、幅広い世代の交流のため、以下の様な廃校舎を活用した

学び・運動・文化の総合交流施設を作ることを提案する。 

 

１．プール施設の整備と開放について 

廃校舎のプールを整備して一般開放することで、「スポーツ立市よこ

て」の発展につなげてはどうか。特に旧山内中学校は５０メートルのプ

ールであり魅力がある。 

 

２．廃校舎の利用について 

廃校舎を活用し、習い事や自習スペース、地域住民の学びの場・憩い

の場を作ってはどうか。また、自分の持っている知恵を若者に伝えたい

地域の方や、勉強を教えられる方を募集すれば、幅広い世代が交流を持

ち、学力の向上も期待できると考えるがどうか。 

 

３．体育館整備と開放について 

廃校舎の体育館を整備、解放することでスポーツ少年団などのチーム

や、チームに所属していない人にも広く体育館を使ってもらい、「スポー

ツ立市よこて」を盛り上げ、市民の運動意欲向上にもつなげられると考

えるがどうか。 
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Ｙ８提案第３号 

 

少子高齢化に伴う伝統文化の継承者不足について 

 

 

増田中学校から次のとおり政策提案する。 

 

 

令和元年１１月１４日 提出 

                    横手市中学校Ｙ８サミット 

 

 

増田中学校 

 

〔提案説明者〕伊
い

藤
とう

結
ゆ

姫
き

乃
の

 議員、髙
たか

橋
はし

優
ゆう

 議員、三
み

浦
うら

怜
れ

生
い

 議員 

 

〔提案要旨〕 

増田町では毎年８月に「増田の盆踊り」という伝統的な祭りを行って

いる。しかし、年々参加者が減ってきており、大人数で踊るという魅力

が失われつつある。実際、今年度私たちも初めて参加してみたが、やは

り大人が多く、子供がかなり少ない印象だった。このように、増田の盆

踊りだけではなく、他地域の伝統文化や祭りの継承者が不足している。

これは地域の魅力を守っていくうえで大きな課題であるため、対策とし

て以下について提案する。 

 

１．伝統文化を学ぶ機会の確保について 

学校に講師の方などを招いて，その地域の伝統文化や祭りについて学

び、体験する機会を作れば伝統文化に興味をもつ人が増えると考えられ

る。また、市と地域と学校が一体となって伝統文化を継承する機会を設

け、継承していく次世代の担い手を育成する活動を行ってはいかがか。 

 

２．市報活用（伝統文化紹介コーナーの新設）について 

「市報」に毎回特設コーナーのようなものを設け、横手の様々な伝統文

化を紹介してみてはいかがか。市報に載せることで多くの人が目にする

ことができ、興味・関心を持つきっかけになると考える。 
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Ｙ８提案第４号 

 

フォトコンテストのインスタグラム活用について 

 

 

平鹿中学校から次のとおり政策提案する。 

 

 

令和元年１１月１４日 提出 

                    横手市中学校Ｙ８サミット 

 

 

平鹿中学校  

 

〔提案説明者〕戸田
と だ

響
ひびき

 議員、小
こ

杉
すぎ

光
ひかる

 議員、川崎
かわさき

知己
と も み

 議員 

 

〔提案要旨〕 

平鹿中学校では、総合的な学習の時間に、ふるさと横手について多方

面から考える学習を行っている。６月には、全校で学年の垣根を越えた

５～６人のグループを作り、学習旅行や修学旅行の旅行先と横手市を比

べて感じたことや考えたことを発表する「輝きトーク」を行った。その

「輝きトーク」の後半に「横手市に必要なものって？」というテーマで

話合いを行ったところ、多くの生徒から出てきたのが、市外から人を呼

び込むためにＳＮＳを利用して横手市のＰＲを行えば良いのではないか

という声であった。このことから、現在も横手市で行われている「『いい

ね！』“撮っておき！！”な、よこてフォトコンテスト」に、インスタグ

ラムの写真部門、動画部門を設けることを提案する。 
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Ｙ８提案第５号 

 

横手市移住推進大作戦について 

 

 

横手明峰中学校から次のとおり政策提案する。 

 

 

令和元年１１月１４日 提出 

                    横手市中学校Ｙ８サミット 

 

 

横手明峰中学校  

 

〔提案説明者〕谷口
たにぐち

真子
ま こ

 議員、佐々木
さ さ き

柊
しゅう

平
へい

 議員、上
うえ

田
た

あい 議員 

 

〔提案要旨〕 

今までのＹ８で他校の仲間と話合ってきた中で、私たちが特に注目し

た課題は、横手市の人口減少問題である。この問題を改善するためには、

市外から移住する人をどのように呼び寄せるかだと考える。都会と比べ

ると、ここ横手では子供たちが伸び伸びとした生活が送れると思う。自

然が多く残っていたり、ほとんどの住宅地はたくさんの緑に囲まれてい

るので、小さい子供たちが成長するために適している環境だということ

などをアピールするため、「横手市移住推進大作戦」の実施について提案

する。 

「横手市移住推進大作戦」は、１年に１０家族ほど、横手に住む体験

家族を募集するものである。横手は四季折々の特徴があるので、好きな

シーズンに１～２週間ほどの期間で滞在していただき、横手の魅力をア

ピールするとともに、移住が決まったご家族を市が手厚く応援し、人口

減少に歯止めをかけようとするものである。 
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Ｙ８提案第６号 

 

十文字地区新庁舎及び廃校の有効活用による地域活性化と観光客の呼び

込みについて 

 

 

十文字中学校から次のとおり政策提案する。 

 

 

令和元年１１月１４日 提出 

                    横手市中学校Ｙ８サミット 

 

 

十文字中学校  

 

〔提案説明者〕佐
さ

藤
とう

琢
たく

磨
ま

 議員、糸
いと

井
い

颯
そう

太
た

 議員、藤
ふじ

川
かわ

美
み

涼
すず

 議員 

 

〔提案要旨〕 

１．十文字第一小学校廃校による跡地の有効活用 

地域に異年齢の交流の場や観光客が少ないことを問題と考え、閉校後

の十文字第一小学校を、カフェ、レンタル会議室、オフィス、図書館な

どの複合施設として活用するとともに、グラウンドでは定期的に朝市を

開くことを提案する。 

 

２．十文字地区新庁舎の有効活用 

 十文字地区では１９９１年から十文字映画祭を開いている。しかし、

現在イベントを行っている会場の十文字文化会館は老朽化が進んでいる

ため、新庁舎建設の際に映画の上映が可能なスペース、設備を作り、十

文字映画祭などのイベントの際に開放することを提案する。 

 

３．ＳＮＳを活用した横手市ＰＲ 

横手市の魅力的な観光資源をＰＲしてもらうという発想が必要ではな

いか。横手市のフェイスブックのフォロワーは他市に比較してもかなり

多い。これに加えて、ツイッターやインスタグラムを活用して市のイベ

ント的なことだけでなく、一般の方が注目しやすい市の魅力を発信して

はどうか。 
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Ｙ８提案第７号 

 

次世代へと繋がる地域づくりについて 

 

 

横手清陵学院中学校から次のとおり政策提案する。 

 

 

令和元年１１月１４日 提出 

                    横手市中学校Ｙ８サミット 

 

 

横手清陵学院中学校  

 

〔提案説明者〕田
た

中
なか

唯
ゆい

 議員、佐
さ

藤
とう

颯
そう

太
た

 議員、半
はん

田
だ

日
ひ

向
なた

 議員 

 

〔提案要旨〕 

横手清陵学院中学校では、多くの若者が集う次世代へと繋がる地域づ

くりを目的に『Ｍｉｒａｉ Ｐｌａｎ（ミライプラン）』を提案する。内

容は、横手駅周辺の市街地開発事業における「中高生の意見を取り入れ

た図書館建設について」である。横手清陵学院では、中高一貫校の強み

を生かし、中高生へアンケートを実施した。その結果を踏まえて次の通

り提案する。 

 

１．デザイナーズライブラリーの建設について 

デザイナーズライブラリーというのは、デザイン性・利便性に優れた

図書館のことであり、デザイン性に優れた建物ならば、映画のロケ地に

なったり、横手市のランドマークになると考えるので、図書館のデザイ

ンを公募するデザインコンペの開催を提案する。 

 

２．複合型図書館について 

『スタディカフェ』や『学生専用スペース』を備えた図書館があれば、

横手駅周辺に若者が集い、活性化するのではないかと考える。また、学

校帰りの生徒が電車を待つ時間を利用して学習するため、閉館時間は午

後９時程度であることが望ましいと考える。具体的には、多賀城市立図

書館のような複合型図書館が駅前にあれば，駅前の活性化が期待できる

と考えるがどうか。 


